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自社に似た会社を探せ！

緊
急
事
態
は
突
然
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や
っ
て
く
る
！

〜
今
や
、中
小
企
業
に
欠
か
せ
な
い
Ｂ
Ｃ
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事
業
継
続
計
画
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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

ARアプリ「COCOAR２」のダウンロード方法は
P2をご覧ください

AR動画が見られます！



は
み
だ
し
レ
ポ
ー
ト

月
刊
同
友
10
月
号 

自
立
型
企
業
づ
く
り

Message 福岡同友会へ

　涸
からさわ

沢から見た穂高連峰の風景です。
（海抜2300mほど）
　北アルプス（飛騨山脈）の魅力は、
やはりダイナミックな岩山を楽しめるこ
とです。そびえ立った槍ヶ岳は、北ア
ルプスのトレードマークで、登山中に
振り返ると、雄大な景色が楽しめます。
9月下旬から10月上旬に紅葉がピー
クで、いちだんと美しい景色が味わえ
ます。
　近年は登山ブームで、若い人だけ
でなく年配の登山者も増えています。
登山客の増加もあってか、遭難事故や
滑落事故も増えています。登山の際
は体力などに無理のないよう気をつけ
ましょう。（撮影日：9/10）

【今月の表紙】　撮影 ： 富谷  正弘  （株）ココスイメージ（玄海支部）

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ

ましては、設立以来54年の長きにわたり、中小企業

家の交流の場を提供するとともに、地域経済の振興

と発展に多大なるご尽力をされております。役員並び

に会員の皆様に、深く敬意を表する次第であります。

　私ども日本政策金融公庫は、政策金融機関として

国の政策と地域経済を担う中小企業・小規模事業者

や農林水産事業者等の皆さまの活動を「繋ぐ」こと

を使命とし、国民生活・農林水産・中小企業事業の

総合力を発揮して業務に取り組んでいるところです。

　また平成28年熊本地震及び今年7月の九州北部豪

雨により被災された方の復興支援や、中小企業の方々

の経営安定のための資金繰り支援などセーフティネッ

ト機能の発揮に努めております。

　成長戦略分野への取り組みとしては、第1に女性、

若者等の創業や企業の新たな事業に向けたチャレン

ジへの支援、第2に外部専門家と連携した事業再生

支援、第3に地域社会が抱える課題の解決に取り組

む方のためのソーシャルビジネス支援、第4に海外進

出のための資金供給やスタンドバイクレジット制度の

活用などによる海外展開支援、第5に農林水産業の

新たな展開への支援に力を入れて取り組んでいます。

　今後とも地域経済の発展に全力を尽くし、地方創

生に貢献するべく努めてまいりますので、同友会の皆

様方の一層のご理解とご協力を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。

　一般社団法人福岡県中小企業家同友会におかれ
ましては「国民や地域とともに歩む中小企業」を目指
し、様々な活動を展開されておられ、役員ならびに
会員の皆さまのご尽力に、心からの敬意と感謝を申
し上げます。
　さて、本県において、中小企業は企業数の99.8％
を占め、雇用の約８割を担うなど、地域経済におけ
る重要な存在となっています。一方、中小企業の約８
割を占める小規模企業は、平成21年からの５年間に
1万3千社、約10％減少するなど、地域の将来を考え
るうえで、創業や事業承継などの経営支援の必要性
が高まっています。当協会では、創業時の資金調達
の負担を軽減するため、福岡市、北九州市さらには
福岡県との連携を強化し、創業者の保証料負担を０
にする融資保証制度を開始しました。
　また、事業承継時の多様な資金需要に対応するた
め、事業承継サポート保証「パートナー」の取り扱
いを開始しました。さらに、中小企業の皆さまとのコ
ミュニケーションの強化を図るため、企業訪問を推
進し、昨年度は7,954件の訪問を実施しました。
　これからも、当協会が担う役割と責任をしっかりと
認識し、県内中小企業の皆様のベストパートナーと
して信頼される信用保証協会を目指すとともに、貴会
との「中小企業等支援に関する覚書」を実りあるもの
とするため、役職員一丸となって努力を重ねて参る考
えでございます。
　皆さまには、今後とも、より一層のご理解とご支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

日本政策金融公庫福岡支店
支店長兼国民生活事業統轄 福岡県信用保証協会 会長

勝
かつまた

又  政
まさし

司 氏 山
やまさき

﨑  建
たけのり

典 氏

同友会　３つの目的
よい会社をつくろう よい経営者になろう よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と
知識を交流して、企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつく
ることをめざします。

同友会は、中小企業家が自主的な努力に
よって、相互に資質を高め、知識を吸収し、
これからの経営者に要求される総合的な
能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中
小企業をとりまく社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日
本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。

　

西
田
さ
ん
は
、
同
友
会
の
中
で
も
、
県
・

支
部
の
活
動
を
両
輪
と
し
て
し
っ
か
り
学
ば

れ
て
い
ま
す
。
支
部
活
動
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
・

県
の
委
員
会
活
動
だ
け
で
な
く
、
全
国
行
事

へ
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
び
を
通
じ
て
、
行
動
・
活
動
・
運
動
と

発
展
さ
せ
、
企
業
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と

地
域
と
共
に
歩
む
姿
勢
で
企
業
経
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
も
以
前
、
諸
先
輩
方
か
ら
支
部
と
県
の

活
動
は
、
縦
糸
と
横
糸
の
関
係
で
あ
る
と
よ

く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
西
田
さ
ん
は
そ
の
言

葉
ど
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
同
友
会
活
動
を

愚
直
に
実
践
さ
れ
、
成
果
を
残
し
て
い
か
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
と
し
て
中

同
協
の
示
す
、『
人
を
生
か
す
経
営
』
の
体
系

化
・
総
合
実
践
の
福
岡
同
友
会
の
魁
で
す
ね
。

　

ま
た
、
西
田
さ
ん
に
は
特
別
支
援
学
校
の

生
徒
さ
ん
た
ち
の
実
習
生
受
入
れ
の
旗
振
り

を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
状
況

の
も
と
に
一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
整
理
し
な
が

株
式
会
社
ま
き
も
と　

代
表
取
締
役　

牧
本　

貴
宏

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
長
／
博
多
支
部
）

株式会社
カルペ・ディエム

西田 英司 氏
代表取締役

 （福博支部）

本誌ｐ7掲載

表紙の写真にスマホやタブレットをかざすと

AR動画が見られます！
STEP 1

STEP ２ SCAN！！

ARアプリ「COCOAR２」をスマホや
タブレット端末にダウンロード（無料）

「COCOAR２」を起動し、
表紙をスキャンし、読み込
んでみましょう。認識する
と自動でコンテンツが流
れます。

App Store

COCOAR2 検索
Google Play Store

ら
丁
寧
に
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
多

様
化
の
進
む
生
徒
さ
ん
の
こ
と
を
す
べ
て
把

握
さ
れ
て
い
る
先
生
・
保
護
者
・
福
祉
現
場

職
員
・
行
政
機
関
等
々
と
立
場
が
異
な
る
参

加
者
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
過
程
で
、

揉
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
の
国
家
資
格
を
持
つ
専
門
職
と
し
て

し
て
の
視
点
で
見
つ
め
、
経
営
者
と
し
て
特

別
扱
い
し
な
い
で
個
々
の
適
性
を
生
か
す
と
。

　

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
、
西
田
さ
ん
や
そ
の
仲
間

が
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
創
作
さ
れ
て
い
る
弁
当

や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
一
度
、
食
べ
て
く
だ
さ
い
！

（
同
友
会
の
例
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
の
注
文

も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
）

〈
地
域
と
共
に
歩
む
中
小
企
業
と
し
て
の

　
取
り
組
み（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
編
）〉
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し
ん
な
い

か
ず
あ
き

事
業
継
続
計
画
と
災
害
復
旧
対
策
へ
の
対
応

緊
急
事
態
は
突
然
に
や
っ
て
く
る

　
事
業
継
続
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に

備
え
て
、優
先
順
位
に
基
づ
い
て
事
前
に
危

機
回
避
の
予
防
処
置（Risk M

anagem
ent

）

を
採
り
、事
後
の
危
機
被
害
を
低
く
抑
え
る

危
機
回
復
の
対
処
方
法（C

risis M
anage

m
ent

）を
採
る
と
共
に
、
再
発
防
止
に
備

え
る「
事
業
危
機
管
理（
B
R
M
：Business

 R
isk M

anagem
ent

）」が
不
可
欠
で
す
。

緊急事態は突然にやってくる！！緊急事態は突然にやってくる！！
～今や、中小企業に欠かせないＢＣＰ（事業継続計画）～

㈱
筑
紫
工
業

代
表
取
締
役
　
新
内
　
一
秋

（
代
表
理
事・南
支
部
）

㈱
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
　

代
表
取
締
役
　
齋
藤
　
純

（
情
報
部
会
長・博
多
支
部
）

　
先
日
発
生
し
ま
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災

害
は
、か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
こ
の

場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、水
害
が
発
生
し
た
地
域

に
事
業
所
が
あ
る
会
員
企
業
の
皆
様
は
事

業
活
動
に
様
々
な
影
響
が
で
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
普
段
の

生
活
と
事
業
運
営
に
戻
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
水
害
や
昨
年
の
熊
本
地
震
な

ど
、近
年
、予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
身
近
で

頻
発
し
て
い
ま
す
。
気
象
変
動
は
今
後
も

激
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
し
、北

朝
鮮
の
核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル
問
題
、テ
ロ
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
い
リ

ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、私
た
ち

は
現
在
、そ
の
よ
う
な
経
営
環
境
の
中
に
い

る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
友
会
で
は
労
使
見
解
に「
経
営
者
で

あ
る
以
上
、
い
か
に
環
境
が
き
び
し
く
と

も
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
、経
営
を
維

持
し
発
展
さ
せ
る
責
任
が
あ
り
ま
す
」と
経

営
者
の
責
任
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
時
代
な
の
で
す
。
私
た
ち

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、景
気
や
市
場
経
済

情
勢
に
対
応
す
る
だ
け
で
は
な
く
、自
然
災

害
へ
の
対
応
や
思
わ
ぬ
事
故
な
ど
の
緊
急

事
態
に
遭
遇
し
た
と
き
の
対
応
も
欠
か
せ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
測
の
緊
急
事
態
は
突
然
や
っ
て
き
ま

す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、復
旧
が
遅
れ
て
事

業
が
継
続
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、影
響
を
最

小
限
に
し
、事
業
復
旧
を
い
ち
早
く
行
え
る

よ
う
、予
め
不
測
の
事
態
を
想
定
し
、事
業

継
続
の
た
め
の
対
応
策
の
計
画
を
た
て
、ま

さ
か
の
時
の
準
備
を
し
て
お
こ
う
と
い
う

の
が
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）で
す
。
私

た
ち
福
岡
同
友
会
で
は
経
営
指
針
や
事
業

承
継
計
画
な
ど
計
画
の
重
要
性
を
訴
え
て

き
ま
し
た
。
以
前
に
も
増
し
て
、経
営
指
針

な
ど
と
な
ら
び
、こ
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）を
企
業
体
質
の
強
化
の
観
点
か
ら
年

度
方
針
に
も
掲
げ
て
そ
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、不
測
の
事
態
は
自
然
災
害
だ

け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
経
営
者
ひ
と
り
で

は
、ま
さ
か
の
時
に
事
業
継
続
が
危
機
に
さ

ら
さ
れ
ま
す
。
同
友
会
会
員
企
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
事
業
を
維
持
し
継

続
し
て
い
く
た
め
に
も
、経
営
指
針
を
つ
く

り
、
実
践
し
、
組
織
経
営
を
進
め
て
、
事
業

継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）を
策
定
し
て
、
企
業

継
続
を
社
員
や
顧
客
、地
域
社
会
に
宣
言
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

や
ス
マ
ホ
の
防
災
速
報
の
情
報
で
身
の
安

全
を
守
る
の
が
最
優
先
で
す
が
、今
や
事
業

活
動
に
欠
か
せ
な
い「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

や「
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト（
社
内
L
A
N
）」を
利

用
す
る
た
め
の「
情
報
通
信
技
術（
I
C
T

：Inform
ation &

 C
om

m
unication 

Technology

）」の
イ
ン
フ
ラ
を
四
災（
天

災
・
地
災
・
人
災
・
物
災
）か
ら
守
り
、「
業

務
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
と
業
務
デ
ー
タ

の
維
持
保
全
」を
確
保
す
る
こ
と
が
事
業
継

続
の
生
命
線
と
言
え
ま
す
。

昨今、大規模な自然災害が起こり、いつ緊急事態になるか分からない状況です。
BCPとは、こうした緊急事態への備えのことをいいます。

BCPの策定・運用は、特別なものではなく、日々の経営の一環として取り組んでいくものです。

自
然
災
害
大
国
日
本
の
企
業
に
は

「
事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）」が
不
可
欠

事
業
継
続
と
災
害
復
旧
に
即
座
に
応
え
る

B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）へ
の
対
応

あ
な
た
の
企
業
価
値
に
相
応
し
い

災
害
復
旧
手
段
を
施
す

D
R（
災
害
復
旧
対
策
）へ
の
対
応

事
業
継
続
の
困
難
な
状
況
に
備
え
る

B
R
M（
事
業
危
機
管
理
）へ
の
対
応

一
般
市
民
レ
ベ
ル
の
意
識
に
留
ま
る

企
業
家
の
価
値
観
や
危
機
感
こ
そ

警
戒
す
べ
き

　
自
然
災
害
か
ら
発
生
す
る
事
業
継
続
が

困
難
な
事
態
を
想
定
し
て
、事
業
継
続
に
不

可
欠
な
最
低
限
の
業
務
内
容
や
被
害
状
況

か
ら
の
最
短
の
復
旧
対
策
や
再
発
防
止
に

備
え
た
具
体
的
で
即
効
性
の
あ
る「
事
業
継

続
計
画（
B
C
P：Business Continuity

Plan

）」が
不
可
欠
で
す
。

　
事
業
継
続
へ
の
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

て
、あ
な
た
の
企
業
価
値
に
相
応
し
い
効
率

的
・
効
果
的
な「
災
害
復
旧
対
策（
D
R
：

D
isaster R

ecovery

）」を
備
え
、業
務

停
止
に
よ
る
利
益

損
失
や
信
頼
失
墜

を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
た
め
の
リ

カ
バ
リ
ー
環
境
が

不
可
欠
で
す
。

　
世
間
の
流
れ
を
受
け
て
、価
値
観
や
危
機

感
を
見
誤
っ
た
経
営
者
が
意
外
と
見
受
け

ら
れ
る
の
は
残
念
で
す
が
、そ
の
無
責
任
さ

が
周
り
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
経
営
者
で
あ
る
か
ら
に
は
、自
ら
の
事

業
継
続
へ
の
責
任
を
自
覚
し
て
経
営
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

世
間
の
流
れ
を
受
け
て
、

価
値
観
や
危
機
感
を

見
誤
っ
た
経
営
者
は
無
責
任
。

自
ら
の
責
任
を
自
覚
し
て

経
営
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

い
か
な
る
環
境
の
変
化
に
も
対
応
し
、維
持
し
て
い
く
。

こ
の
経
営
者
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
も
、

経
営
指
針
と
同
じ
よ
う
に
B
C
P
を
策
定
し
、

社
員
や
顧
客
に
宣
言
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

齋藤　純 氏 データが保管されるサーバールーム

BCPについて講師をつとめる齋藤氏

BCPに関するセミナー

新内　一秋 氏

Business Continuity Plan

あ
つ
し
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21 世紀型 自立型企業づくり

株
式
会
社
カ
ル
ペ・
デ
ィ
エ
ム

西に
し
だ田 

英え
い
じ司 

氏

福
博
支
部

代
表
取
締
役

自
社
に
似
た

会
社
を
探
せ
！

～
答
え
は「
人
を
生
か
す
経
営
」の
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
つ
け
た
り
～

社
名
は
ラ
テ
ン
語
で
『
一
期
一
会
』。

人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
今
こ
の
瞬
間
を
大
切
に

生
き
て
い
る
と
い
う
理
念
を
込
め
て
い
ま
す
。

株式会社 カルペ・ディエム
2013年3月
福岡市早良区有田7-15-22-2
092-516-4015
21名（正規5名〈障がい者2名〉、
パート等16名〈障がい者9名〉）
ラテン語で一期一会という意の
会社名通り、出会いを大切にする
お弁当製造の企業です。

創 業
住 所
電 話
従業員数

事業概要 有住小有住小
㈱カルペ・ディエム

小田部

室住団地入口

原

有田

室
住
団
地

講倫館高講倫館高

室
見
川

取
　
　
材
　
広
報
部
　
　
　

文
章
担
当
　
菅
原
　
　
弘（
東
支
部
）　
　
　

写
　
　
真
　
富
谷
　
正
弘（
玄
海
支
部
）

　

今
回
の
取
材
先
で
あ
る
㈱
カ
ル
ペ
・
デ
ィ

エ
ム
は
、
福
岡
市
早
良
区
有
田
の
住
宅
街

の
中
に
あ
る
お
弁
当
の
宅
配
を
す
る
会
社
で

す
。
訪
れ
た
時
間
は
ち
ょ
う
ど
ス
タ
ッ
フ
の

み
な
さ
ん
が
で
き
た
て
の
お
弁
当
を
手
際
よ

く
ラ
イ
ト
バ
ン
に
積
み
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
。

　
「
市
内
を
中
心
に
宅
配
し
て
い
ま
す
。
看

板
メ
ニ
ュ
ー
は
手
作
り
の
日
替
弁
当
な
ん

で
す
」
と
代
表
取
締
役
の
西
田
英
司
さ
ん

は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
総
勢
21
名
、
そ
の
う
ち
11
名
が
障
が
い

者
の
方
で
す
。

  

同
友
会
に
参
加
し
て
み
る

　

西
田
さ
ん
は
営
業
の
仕
事
を
経
て
、
病
院

に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
障
が
い
の
あ
る

方
と
接
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
西
田
さ

ん
は
そ
う
い
う
方
た
ち
が
社
会
に
参
加
で
き

る
方
法
が
な
い
も
の
か
と
日
頃
か
ら
思
案
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
九
州
産
業
大
学

の
倉く
ら
ち知
延の
ぶ
あ
き章
教
授
と
出
会
い
ま
す
。
教
授
は

社
会
福
祉
学
な
ど
が
専
門
で
、
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
『
精
神
障
が
い
者
の
就
業
支
援
』『
重

症
精
神
障
が
い
者
の
包
括
型
地
域
生
活
支

援
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
障
が
い
の
あ
る
方

た
ち
が
社
会
に
参
加
で
き
る
場
を
つ
く
ろ
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
23
年
4
月
、
設

立
理
事
と
し
て
倉
知
教
授
ら
と
と
も
に
障
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

〜
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
安
心
・
安
全
運
用
の
た
め
に
〜

㈱
シ
ス
テ
ム
企
画
　

代
表
取
締
役
　
倉
本
　
明
彦

（
Ｉ
Ｔ
部
会
役
員・南
支
部
）

　
今
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
し

で
の
会
社
経
営
は
難
し
い
と
言
え
ま
す
。
シ

ス
テ
ム
が
長
期
間
停
止
す
る
こ
と
は
、
業
務

停
止
に
つ
な
が
り
、
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
か
ら
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
を
安
全
に
継
続
し
て
運
用
す
る

に
は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、デ
ー
タ
ー
保
全

の
実
施
は
も
ち
ろ
ん
、電
力
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
機
器
の
障
害
な
ど
の
対
処
手
順
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
や
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
、人
的
ミ
ス
だ
け
で
な
く
、地
震
、

津
波
、台
風
、落
雷
、水
害
な
ど
の
自
然
災
害

へ
の
備
え
も
必
要
で
す
。

　
こ
れ
は
、
世
代
を
考
え
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
必
要
で
す
。
い
つ
も
同
じ
媒
体
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
と
、運
用
中
の
デ
ー

タ
ー
が
壊
れ
た
状
態
や
不
正
な
ま
ま
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
場
合
、
前
回
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
の
場
合
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
の
デ
ー
タ
ー
復
元
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
媒
体
を
同
じ
場
所
に
置
く
こ
と
に
も
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
九
州
北
部
豪
雨
で
、
朝
倉
市
の
企
業
の
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。（
写
真
1
）

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
救
援
要
請
が
さ
れ
た
こ
と
や
全

国
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、

ご
記
憶
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
は

流
木
で
社
屋
に
近
づ
く
の
も
困
難
で
し
た
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
器
を
含
む
す
べ
て
の
情
報

機
器
が
泥
水
に
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
写

真
2
）

　
販
売
、原
価
、会
計
、給
与
の
す
べ
て
の
シ

ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ー
喪
失
の
危
機
で
し
た
。

災
害
時
に
は
、
自
分
の
身
を
守
る
の
に
必
死

で
、
シ
ス
テ
ム
機
器
や
工
場
の
機
械
な
ど
の

こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

の
事
例
で
は
、
泥
水
に
浸
か
っ
た
サ
ー
バ
ー

や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
媒
体
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

早
期
に
引
き
上
げ
て
洗
浄
し
、
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
か
ら
直
接
デ
ー
タ
ー
を
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
写
真
3
）

　
し
か
し
、
2
週
間
後
に
引
き
上
げ
た
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
デ
ー
タ
ー
の
取
り
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ー
タ
ー
の
回
収
は
早
急

な
対
処
が
必
要
で
す
。
火
災
や
こ
の
よ
う
な

事
象
で
は
、
デ
ー
タ
ー
喪
失
の
リ
ス
ク
を
最

小
化
す
る
の
に
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
デ
ー
タ
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
有
効
で
す
。

　
実
際
に
、
こ
の
事
例
の
よ
う
な
被
災
を
し

た
場
合
、
早
急
に
機
器
の
手
配
が
必
要
に
な

り
ま
す
。現
状
の
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仕
様
、

手
配
先
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
と
、復
旧
時
に

同
等
な
も
の
を
手
配
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　　　
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
揃
っ
た
ら
、

皆
様
に
ぜ
ひ
、

励
行
し
て
ほ
し
い
も
の

デ
ー
タ
ー
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

で
き
る
だ
け
別
の
場
所
に
と
る

機
器
手
配
の
手
順

保
険
等
の
加
入
状
況
の
確
認

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、デ
ー
タ
の

復
旧
手
順

機
器
の
初
期
設
定
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
、
デ
ー
タ
ー
の
復
元
作
業
が
必
要

で
す
。
業
者
に
依
頼
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
早

め
の
手
配
が
必
要
で
す
。

　
機
器
の
手
配
や
シ
ス
テ
ム
を
復
旧
す
る
の

に
、
大
き
な
費
用
が
発
生
し
ま
す
。
補
償
条

件
な
ど
に
問
題
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

く
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
機
器
情
報
、

設
定
情
報
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
ー
の
管

理
が
必
須
で
す
。
今
回
は
、
九
州
北
部
豪
雨

被
害
の
実
例
で
報
告
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、機
器
情
報
、

設
定
情
報
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

デ
ー
タ
ー
の
管
理
が
必
須
。

倉本  明彦 氏

１

2

3
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看
板
メ
ニ
ュ
ー
は

手
作
り
の『
日
替
弁
当
』
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い
者
支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
理
事
長
の
倉
知
教
授
が
同
友
会
の
会
員

に
な
り
、
西
田
さ
ん
が
代
理
出
席
し
て
い
ま

し
た
。

  

と
り
あ
え
ず
全
国
大
会
に

　

同
友
会
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
障
が
い

者
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
、
ま
た
障
が
い
者

雇
用
の
促
進
を
目
的
と
し
て
お
り
、
福
岡
で

は
特
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
障

が
い
者
問
題
全
国
交
流
会
に
誘
わ
れ
る
ま
ま

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
経
営
者
の
熱
い
語
り
に
圧
倒
さ
れ
た
の

で
す
。「
自
分
も
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
痛
感
し
た
の
で
す
が
、
経
営
な
ん
て
や

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
同
友
会
活
動
に
参
加
し

つ
つ
も
し
ば
ら
く
模
索
が
続
き
ま
す
。

　

西
田
さ
ん
は
『
食
育
』
に
大
い
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
の
仕
事
と
し
て
飲
食
を
捉
え
た

と
き
、
お
弁
当
な
ら

必
ず
一
つ
ひ
と
つ
作

る
工
程
が
あ
り
『
手

渡
し
』
と
い
う
社
会

の
窓
口
・
接
点
が
あ

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
お
弁
当
製

造
販
売
『
株
式
会
社

カ
ル
ペ
・
デ
ィ
エ

ム
』
を
平
成
25
年
6

月
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
翌
7
月
に
は

正
式
に
同
友
会
に

入
会
し
ま
す
。

  

何
の
た
め
に
仕
事
す
る
の
か
？

　

会
社
を
立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
不
安
が
払

拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
日

参
加
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委
員
会
で
三
輪
公

平
委
員
長
（
当
時
）
に
「
西
田
さ
ん
の
会
社

の
社
員
に
夢
は
あ
る
の
？
何
の
た
め
に
仕
事

し
て
い
る
の
？
」
と
質
問
さ
れ
、
咄
嗟
の
こ

と
で
答
え
ら
れ
な
い
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

続
け
て
三
輪
さ
ん
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
簡
単
だ
よ
。
自
分
の
会
社
に
似
た
会
社
を

同
友
会
で
探
せ
ば
い
い
ん
だ
。
支
部
の
中
、

県
の
中
で
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
全
国
で
探
せ

ば
い
い
ん
だ
よ
」。
ま
さ
に
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が

落
ち
た
瞬
間
で
し
た
。

  
再
び
全
国
大
会
へ

　

そ
し
て
そ
の
年
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
障

が
い
者
問
題
全
国
交
流
会
に
再
び
参
加
し
た

の
で
し
た
。
今
回
は
目
的
が
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
大
会
で
は
、
神
奈
川
県
で
手

づ
く
り
弁
当
を
手
掛
け
る
㈱
バ
ニ
ー
フ
ー
ズ

の
高
橋
暢
人
社
長
に
自
分
の
考
え
を
ぶ
つ
け

て
み
ま
し
た
。
実
際
に
鎌
倉
に
あ
る
会
社
ま

で
訪
問
し
て
い
き
ま
し
た
。「
社
内
の
雰
囲
気

が
と
て
も
和
ん
で
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
」。

障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
何
が
で
き
る
か
を

見
極
め
、
そ
れ
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
同
友

会
の
提
唱
す
る
『
人
を
生
か
す
経
営
』
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
に
共
感
を
覚
え
、
さ
っ
そ

く
自
社
で
も
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

  

人
を
生
か
す
経
営
と
は

　

同
友
会
の
提
唱
す
る
『
人
を
生
か
す
経
営
』

と
は
4
つ
の
委
員
会
の
活
動
を
指
し
ま
す
。

西
田
さ
ん
が
属
し
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
委

員
会
に
加
え
、
経
営
労
働
委
員
会
（
経
営
指

針
書
を
作
成
・
実
践
・
検
証
し
て
い
く
活
動

と
就
業
規
則
の
作
成
・
見
直
し
）、
共
同
求
人

委
員
会（
継
続
的
な
新
卒
採
用
を
め
ざ
し
、
社

内
を
改
革
し
て
い
く
活
動
）、
共
育
委
員
会

（
社
長
と
社
員
が
共
に
学
ぶ
活
動
）
で
す
。

　

西
田
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
活
動
は
有
機
的
に

関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
、
同
時
進
行
で
各
委

員
会
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
経
営
指
針
書

を
作
成
し
、
さ
ら
に
専
門
職
と
し
て
管
理
栄

養
士
の
山
田
恵
さ
ん
を
採
用
し
て
組
織
と
し

て
の
進
む
べ
き
方
向
や
問
題
点
を
共
有
し
ま

し
た
。
新
入
社
員
研
修
に
も
参
加
し
、
社
内

の
環
境
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。

  

適
性
を
生
か
す

　

お
弁
当
づ
く
り
は
各
工
程
を
一
人
で
こ
な

す
、
い
わ
ば
セ
ル
生
産
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
西
田
さ
ん
は
各
工

程
を
細
分
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
が

『
自
分
で
で
き
る
こ
と
』
を
担
当
し
て
も
ら
う

流
れ
作
業
、
つ
ま
り
ラ
イ
ン
生
産
に
し
ま
し

た
。
献
立
を
考
え
る
人
、
ご
飯
や
お
か
ず
を

作
る
人
、
容
器
に
詰
め
る
人
、
入
れ
忘
れ
や

間
違
い
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
。
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
障

が
い
の
あ
る
人
は
個
人
の
作
業
能
力
が
小
さ

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
例
え
ば
揚

げ
物
を
つ
く
る
際
に
コ
ロ
モ
を
つ
け
る
作
業

も
根
気
よ
く
続
け
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。　

　
「
初
め
は
そ
ば
に
い
て
一
緒
に
作
業
し
ま
す

が
、
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
そ
の
場

か
ら
離
れ
ま
す
。『
何
が
し
た
い
の
？
』
と
聞

い
て
も
答
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
わ
が

ま
ま
と
い
う
よ
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
こ

と
へ
の
不
安
や
、
障
が
い
特
性
か
ら
来
る
こ

だ
わ
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

の
適
正
や
強
み
を
見
つ
け
る
の
が
私
た
ち
の

仕
事
で
す
」

　

ま
た
、
仕
事
を
覚
え
る
の
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
辛
抱
強
く
待
ち
ま
す
。

一
度
採
用
す
る
と
長
く
働
い
て
く
れ
る
の
で
、

結
果
的
に
大
き
な
戦
力
に
な
り
ま
す
。「
3
つ

の
『
し
ょ
く
』。
つ
ま
り
、
食
べ
る
（
食
）、
働

く
（
職
）、
強
み
（
色
）
を
生
か
し
て
、
働
く

喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
西

田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

  

特
別
扱
い
し
な
い

　
「
う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」

と
西
田
さ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
が
無
断
欠
勤
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
約
束
は
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
よ
」
と
丁
寧
に
説
明
し
て
、
反

省
文
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
真
面
目
に
出
勤
し
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。「
遅
い
」「
愛
想

が
な
い
」。
あ
る
時
は
、
配
達
の
際
に
「
配
達

員
が
会
社
入
口
の
盛
り
塩
を
蹴
飛
ば
し
た
」

と
い
う
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
西
田
さ
ん
は

そ
の
都
度
出
向
い
て
誠
心
誠
意
お
詫
び
し
ま

す
。「
ク
レ
ー
ム
は
期
待
の
裏
返
し
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
」。
う
ま
く
い
っ
た
と
き
は
と
び
き

り
の
笑
顔
で
感
謝
す
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

店
長
の
山
田
さ
ん
も
「
初
め
は
ど
う
接
し
た

ら
良
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

同
じ
よ
う
に
接
す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
気
づ
い

た
の
で
す
。
今
は
そ
う
し
て
い
ま
す
」

 

一
緒
に
食
事
を
す
る

　

お
昼
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
食
事
を
し
ま

す
。「
一
人
ひ
と
り
が
大
事
な
広
告
塔
で
す
か

ら
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
の
お
い
し
さ
を
確

認
し
て
も
ら
い
ま
す
」。
そ
れ
に
も
増
し
て
、

一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
。「
し
っ
か
り
食

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
生
活
の
リ
ズ
ム
も

よ
く
な
っ
て
体
力
が
付
い
て
き
ま
す
。
入
社

時
は
30
㌔
の
米
袋
を
持
て
な
い
子
が
今
は
米

袋
を
抱
え
て
毎
日
精
米
に
行
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　

西
田
さ
ん
は
同
友
会
の
共
育
委
員
会
の

『
と
も
そ
だ
ち
』
と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
、
一

般
社
団
法
人
と
も
そ
だ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

設
立
さ
せ
、
近
く
に
就
労
継
続
支
援
『
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
』
と
い
う
事
業
所
で
農
作
業

の
場
を
作
り
ま
し
た
。「
ま
だ
土
作
り
の
段
階

で
す
。
そ
こ
で
働
い
て
野
菜
を
作
り
ま
す
。

同
時
に
幹
部
が
育
て
ば
い
い
で
す
ね
」

  

西
田
さ
ん
の
夢

　
「
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
『
無
理
だ
、
で

き
な
い
』
と
思
っ
て
い
て
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
物
事
を
細
分
化
し

て
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
け
ば
、
や
が

て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
。
パ
ー
ト
さ
ん

が
社
員
に
な
っ
て

い
ず
れ
は
幹
部
に

な
っ
て
い
く
。
障

が
い
が
あ
っ
て
も

働
く
喜
び
を
持
っ

て
活
き
活
き
し
、

自
分
の
力
で
稼

い
だ
お
金
で
車
や
家
を
購
入
し
て
も
ら
う
の

が
私
の
夢
で
す
ね
」

　

取
材
の
最
後
に
西
田
さ
ん
の
考
え
る
自
立

型
企
業
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
社
員
の
一
人
ひ
と
り
が
自
立
を
考
え
て
い

る
。
会
社
も
自
立
で
き
る
よ
う
考
え
て
動
い

て
い
る
。
で
き
る
こ
と
に
特
化
し
て
、
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
自
立
型
企
業
に
な
っ

て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

21 世紀型 自立型企業づくり

この日の日替わりメニュー

会社外観

一つひとつが手づくりです

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
け
ば

や
が
て
大
き
な
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

自社に似た会社を探せ！
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YouTubeで「ケスロボ®」の
映像を見ることができます。
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住宅火災の死者数（高齢者）過去10年間の推移

800

住宅火災による死者

アイボリーケスロボ
初号機

ケスロボによる
消火イメージ65歳以上の高齢者の割合

1050

70%

65%

60%

55%

50%

アイソメ・ケスロボ

1220
1187

1148 1123

1023 1022

1070

1016 1006

69.5％70.5％

66.6％

66.4％

62.7％
61.4％

63.2％

59.6％
58.0％

56.6％

997

平成27年総務省消防庁

全
自
動
初
期
消
火
シ
ス
テ
ム

住
宅
火
災
か
ら
弱
者
を
守
れ
！

「
ケ
ス
ロ
ボ
」®

（
株
）シ
ー・エ
フ・ピ
ー
　代
表
取
締
役
　花
田
　博
道 

氏（
南
支
部
所
属
）

取
材
・
文
／
舩
木

　治（
中
央
支
部
）

（株）シー・エフ・ピー　
福岡県福岡市中央区大名2丁目8-18
TEL :092-707-2907

家
庭
の
た
め
の
防
火
シ
ス
テ
ム

　
「
こ
れ
は
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
て
い

る
消
火
シ
ス
テ
ム
！
」
最
初
に
、
花
田

博
道
氏
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
そ
う

感
じ
ま
し
た
。

　
商
品
の
名
前
は
自
動
消
火
シ
ス
テ
ム

「
ケ
ス
ロ
ボ
R」
で
、
一
般
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
自
室
、
小
規
模
事
業
所
を
対

象
と
し
た
初
期
消
火
活
動
に
特
化
し
た

全
自
動
の
消
火
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
家
庭
用
の
消
火
器
の
上
に
、
赤
外
線

カ
メ
ラ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
搭
載
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
が
の
っ
て
い
て
、
赤
外
線
カ

メ
ラ
の
画
像
処
理
で
火
事
に
な
る
前
に

火
種
を
早
期
発
見
し
、
そ
の
火
種
を
狙

っ
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
消
火
剤
を
噴
射

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
（
設
置
は
、
部
屋

の
隅
の
上
部
に
な
り
ま
す
）。

　
花
田
氏
は
、
以
前
、
専
用
の
水
道
で

衛
生
面
を
最
優
先
し
た
乾
式
の
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
の
実
用
新
案
を
共

同
開
発
し
た
実
績
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

法
的
規
制
の
か
か
っ
て
い
な
い
民
間
住

宅
の
防
火
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
着
目
、
一
般
住
宅
で
の
自

動
消
火
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

現
代
社
会
の
問
題
点
を
捉
え
て

　

住
宅
火
災
で
の
死
亡
者
は
年
間

１
０
０
０
人
前
後
で
、
そ
の
う
ち
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
70
％
以
上
を
占
め
て

い
る
そ
う
で
す（
東
京
消
防
庁
で
も
、
法

的
規
制
の
か
か
っ
て
い
な
い
個
人
住
宅

な
ど
の
消
火
シ
ス
テ
ム
を
社
会
的
な
最

優
先
課
題
と
考
え
、
商
品
開
発
に
助
成

金
を
出
す
こ
と
を
決
め
、「
ケ
ス
ロ
ボ
R」

は
そ
れ
に
選
ば
れ
ま
し
た
）。

　
火
事
は
火
が
出
て
最
初
の
３
分
が
重

要
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は

動
け
な
い
こ
と
が
多
く
、
３
分
以
上
だ

と
火
が
回
り
、
身
体
的
に
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
消
防
車
も
通
報
を
受
け
て
10
分
以
上

か
か
る
の
が
普
通
で
、
通
報
の
時
点
で

あ
る
程
度
火
が
回
っ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
住
人
を
救
え
な
い
場
合
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
、
商
品
化
さ
れ
た
消
火
シ
ス

テ
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
人
が
使
う
」

こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、「
使
う

人
」
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は

高
齢
者
が
１
人
や
２
人
で
住
ん
で
い
る

こ
と
が
多
く
、
自
動
で
の
消
火
シ
ス
テ

ム
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
九

州
工
業
大
学
・
北
九
州
高
専
が
ロ
ボ
ッ

ト
開
発
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

25
年
よ
り
共
同
の
開
発
を
手
掛
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

　
個
人
住
宅
用
の
防
火
シ
ス
テ
ム
に
は

ほ
か
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
シ
ス
テ
ム

も
あ
り
ま
す
が
、
天
井
の
高
さ
の
温
度

セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
作
動
す
る
た
め
、

作
動
す
る
時
に
は
火
が
回
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
の
敷
設

な
ど
手
間
が
か
か
り
、
高
コ
ス
ト
に
な

り
ま
す
。

火
種
の
う
ち
に
消
火　
　
　
　
　
　
　

二
次
災
害
を
食
い
止
め
る

　
「
ケ
ス
ロ
ボ
R」
は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ

と
画
像
処
理
に
よ
り
、
小
さ
な
熱
源
の

感
知
か
ら
そ
れ
が
火
事
で
あ
る
か
ど
う

か
の
判
断
を
し
て
作
動
す
る
た
め
、
小

さ
な
火
種
の
う
ち
に
火
元
を
ね
ら
っ
て

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
消
火
で
き
、
火
災
被

害
を
最
小
限
に
防
げ
る
だ
け
で
な
く
、

消
火
剤
（
水
）
の
広
域
大
量
放
射
に
よ

る
大
切
な
家
財
の
二
次
被
害
を
食
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
火
器
は
市
販
の
検
定
消
火
器
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
人
命
に
関
わ
る
商
品

な
の
で
、
厳
し
い
検
査
を
ク
リ
ア
し
た

商
品
を
使
用
し
た
方
が
良
い
と
い
う
こ

と
と
販
売
に
お
い
て
消
火
器
の
メ
ー
カ

ー
の
協
力
を
得
ら
れ
や
す
い
と
い
う
の

が
理
由
で
す
（
今
度
の
開
発
で
は
、
大

阪
の
㈱
初
田
製
作
所
に
検
知
能
力
や
消

火
能
力
な
ど
の
実
証
実
験
で
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）。
頭
の
ロ
ボ
ッ

ト
の
部
分
の
構
造
は
意
外
に
シ
ン
プ
ル

で
、
使
わ
れ
て
い
る
部
品
も
比
較
的
安

価
、
ト
ー
タ
ル
の
費
用
も
か
な
り
抑
え

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

退
路
を
断
ち
、
進
路
に
繋
が
り
を

　

花
田
氏
は
今
回
の
「
ケ
ス
ロ
ボ
R」

の
開
発
・
販
売
に
あ
た
っ
て
、
ご
兄
弟

で
一
緒
に
経
営
さ
れ
て
い
た
㈱
花
田
設

備
を
退
社
し
、
㈱
シ
ー
・
エ
フ
・
ピ
ー

を
今
年
４
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
商

品
と
し
て
は
良
く
て
も
、
売
れ
る
と
は

限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
事
例

で
ご
存
じ
な
の
で
し
ょ
う
。 

生
半
可
な

気
持
ち
で
は
商
品
化
で
き
な
い
と
考
え

て
、
退
路
を
断
つ
気
持
ち
で
の
新
会
社

設
立
で
す
。

　
花
田
氏
は
、
同
友
会
に
入
会
し
て
、

経
営
指
針
書
を
作
ら
れ
、
会
社
の
経
営

に
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
「
ケ
ス
ロ
ボ
R」
の
た
め

の
新
会
社
の
設
立
や
開
発
・
販
売
・
事

務
で
は
、
同
友
会
企
業
の
繋
が
り
が
と

て
も
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
連
携
を
す
る
上
で
、
や
は
り
同

じ
理
念
を
共
有
し
た
同
友
会
の
会
員
と

は
信
頼
関
係
が
築
き
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

私
が
「
ケ
ス
ロ
ボ
R」
を
月
刊
同
友

の
記
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
ま

さ
に
同
友
会
の
中
で
生
ま
れ
た
商
品
だ

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
ケ
ス
ロ
ボ
R」
は
、
10
月
か
ら
販
売

開
始
の
予
定
で
す
。
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23 月 18：30～21：00 飯塚支部
10月例会

採用と共育が社長の大仕事
☎0948-22-5138

業界は時代とともに若者に好まれない職業となり、三浦氏も人材の採用・教育
には非常に悩まれているそうです。そんな中、きちんと技術を習得し、社員と
お客様がともに幸せになれる会社をどのように作っていくのか、社員と一丸と
なり取り組まれている求人活動から社員共育まで実例を交えながらご報告い
ただきます。

パドドゥ・ル・コトブキ 飯塚市片島1-7-62
～自分が去ったあと、後継者を多く出すためには～

三浦　義孝 氏 三浦造園土木建設株式会社　代表取締役　西支部

10 月 の 　 　 行事案内

同友会で学んで変わった！劇的ビフォー・アフター

前原公民館 糸島市前原東2-2-5 ☎092-322-2481
佐藤　勝則 氏 株式会社さとう建設　専務取締役　筑紫支部

17 火 18：30～21：00 糸島支部
10月例会

他社での現場監督を経て、8年前に「さとう建設」に入社した佐藤さん。当
時、入札で売上を出していた会社は、リーマンショック後ライバル業者の増
加で経営難に。社長（父）は、「何とか頑張ろう！」と言うだけで、具体策はない
…。危機感から、経営の勉強のため同友会に入会した佐藤さんは、すぐに経
営指針書を作成。計画実行の過程で、営業のやり方がわからない、社長・社
員の気持ちがわからない、人手は足りないなど、次々と壁にぶち当たりつつ
も、会社の利益を維持し続けています。同友会に入る前後の会社の変化を、
ぜひお聞き逃しなく！

～株式会社さとう建設編～

天神ビル11号会議室 福岡市中央区天神2-12-1
杉谷　知範 氏 株式会社朝日酸素商会　取締役　南支部

24 火 18：30～21：00 南支部
10月例会

時代の流れや経済の上昇、下降を見据えながら、ニーズの捉え方や経営者と
しての信念を学ぶ例会とします。

～５年後・１０年後・３０年後　あなたの会社は？～
歴史ある企業から学ぶ未来へ続く鍵！！

～日本の中の福岡の中の中小企業の備え～
ウィズ・ザ・スタイル福岡 福岡市博多区博多駅南1-9-18 ☎092-433-3900
木下　敏之 氏 福岡大学経済学部教授

18 水 18：00～21：00 東支部
10月例会

東京五輪前後の経済状況の読みを専門家の立場からお話しいただきます。
日本～九州～福岡が五輪を境にどの様な影響を受けるのか（受けないの
か！？）、今後福岡の中小企業はどの様な姿勢・視野で事業の舵取りをするべ
きか、きっと前向きな答えが見つかる例会です。

東京オリンピック後の日本経済

～目的・目標の共有に不可欠のコミュニケーション～社員と創る企業風土
アクア博多 福岡市博多区中洲5-3-8 ☎092-733-1310
森　茂博 氏 和新工業株式会社　代表取締役　筑紫支部

19 木 18：00～20：30 福博支部
10月例会

理念を社員に共感・共有・浸透させ、現在の企業風土を創り上げた森代表が
実践してきたコミュニケーションについて報告していただきます。森代表に
とっては、1人でも組織!!何事に於いても基本は１対１で企業規模は関係あり
ません。コミュニケーション＝相互理解について体験報告をお聴きして、深め
ていきたいと思います。

えーるピア久留米207会議室 久留米市諏訪野町1830-6 ☎0942-30-7901
山口　淳博 氏 西日本産業株式会社　専務取締役　久留米支部

20 金 18：30～20：40 久留米支部
10月例会

報告者が入社した10年前より約４倍の従業員を抱える西日本産業。会社の
歴史とともに、この10年の人材採用をどのように変化させてきたか。また、ど
のように社員定着化を図っているかについて、実例を交えながら報告いただ
きます。社員をいかに高揚させ、働き甲斐を作り会社に貢献いただくか。経営
者が誰しも悩む人財について考えます。

正社員採用にこだわらない！！

今回、生の教育現場を知る大学教授から、社会、教育、学生の意識の変化に
ついてお話し頂き、若者に選ばれる企業、若者と共育できる企業になるには
どうすればよいか、考えます。今後の持続的成長のヒントを得、戦略を考える
非常に有益な機会です！

19 木 中央支部
10月例会

激変する社会構造と教育

18：30～21：00

眞鍋　和博 氏 公立大学法人北九州市立大学　教授　地方創生学群学群長
天神ビル9号会議室 福岡市中央区天神2-12-1  11F ☎0120-323-920

～若者に選ばれ、共育できる企業になるには？～

昨年、ダイアモンドクラブと銘打って歴代支部長及び三役経験者の集いが開催
されるようになりました。10月の例会はダイアモンドクラブと支部例会を合体！
歴代支部長三役経験者と会員の皆様との交流の場とします。
（参加費：5000円）

ダイアモンドクラブとの合同交流会
五滴の膳 福岡市博多区中洲4-6-12 プラート中州ビル7F ☎092-283-8200

19 木 18：30～21：00 西支部
10月例会

～私が同友会に入会してかわったこと～どうゆう会？同友会
たがわ情報センター 田川市番田町2-1 ☎0947-49-3220

3 火 18：30～21：00 田川支部
10月例会

同友会には経営者が抱える悩みを解決するための学びのチャンスがありま
す。企業の一社一社にあるそれぞれの経営課題を会員同士が互いにさらけ
出して、共に考え、共に学ぶことで解決し続けていきます。毎月の例会を中心
に体験・情報等を増やす勉強会が数多くあります。また、悩みを相談できる多
くの経営者仲間がいます。経営者の仲間と助け合い、学びあいましょう。お知
り合いの経営者の方を是非お誘いください！

佐野　典久 氏　株式会社佐野畳屋　代表取締役　田川支部

コムシティ会議室 北九州市八幡西区黒崎3-15-3 ☎093-641-9360

19 木 ひびき支部
10月例会

私と同友会運動

18：30～21：00

武内　紘 氏 株式会社新工設計社　代表取締役　ひびき支部

～危機的状況から社員とともに歩んだV字回復の軌跡～
天神ビル11F 10号会議室 福岡市中央区天神2-12-1 ☎0120-323-920

17 火 博多・玄海支部
合同１０月例会

同友会の委員会活用でガッチリ！

18：30～21：00

井上　真一 氏 株式会社大匠建設　代表取締役　博多支部
同友会には学びのチャンスがいっぱい。あなたは同友会を使い倒しています
か？せっかくの学びの場を活かしてないなんてもったいない。危機的状況か
ら、同友会で社員とともに学び倒し、V字回復して、自社ビルを建てるまでに
成長した井上社長の報告から自社の成長に活かすヒントを見つけませんか？

13 金 有明支部
10月例会

県南地区同友会を知る会振替

19：00～22：00

☎092-918-3535筑紫野市生涯学習センター 筑紫野市二日市南1-9-3

19 木 筑紫支部
10月例会

企業づくりについて

組織づくり（採用、社員共育など）について、自社の経験談を踏まえてお話し
頂きます。それぞれが目指す、よい会社をつくるためには、どのような人員や
組織が必要で、そのために今、何をすべきなのかを学んでいく例会です。

18：20～20：50

大熊　雅幸 氏 株式会社大熊建設　代表取締役社長　筑紫支部

お知り合いの方を誘って、是非ご参加ください。
お申し込み、お問合せは、

e.doyu もしくは、同友会事務局までお願いします。

直方市中央公民館 直方市津田町7-20

24 火 のおがた支部
10月例会

決算書の見方勉強会

18：30～21：00

山口　明子 氏 ＡＳＡＰ動物病院　副院長　のおがた支部
必要な利益を上げることが企業を存続する絶対条件ですが、決算書の見方を
知らないと、どうやって利益を増やせるかを検討することができません。経営
者に必要な知識の基礎の基礎である決算書の見方について、参加者全員で
確認し、自社の課題を数字の面でしっかり把握する基礎を作る機会とします。

☎0949-25-2241
～ここを知らなきゃ始まらない！自社を見つめる最初の一歩！～

くまで通り商店街 北九州市八幡西区黒崎

28 土 北九州支部
10月例会

第6回異業種交流ひろばinくまで通り商店街 
witｈ まちなかインキュペータプロジェクトpart2

13：00～16：00

～集え！青年経営者達～
☎092-262-1965IP CITY ホテル 福岡市博多区中洲５-２-１８

19 木 青年支部10月例会
（同友会を知る会）

同友会ってどうゆうかい？

幅広いニーズを持ったゲストに、我々青年支部の活動内容（良い経営者にな
る為の勉強例会、また、経営者同士での深い繋がりを生む懇親会など）、同友
会青年支部の魅力を余すところなく伝えられる例会にします。

19：00～21：00

大丸　拓郎 氏
安藤　理絵 氏
木村　   翼 氏

株式会社大丸製作所　常務取締役　青年支部
株式会社ABA　STAFF　代表取締役　青年支部
有限会社スタッフ　後継者　青年支部

☎0944-56-1212グランドホテル清風荘 大牟田市原山町2-4

24 火 大牟田支部
10月例会

経営指針発表会

自社の業績アップを目指し、あすなろ塾・経営指針２泊３日セミナーを受講し
て作成した経営指針書を発表します。他社の経営指針書から学び、自社の指
針書づくりに役立てます。

19：00～21：00

山之内　崇 氏
米村　正春 氏
江崎　慎吾 氏

株式会社フォーレスト　取締役　大牟田支部
漢方ピュア　代表者　大牟田支部
江崎建設　後継者　大牟田支部

昨年3月のFAST例会で学んだ実践型ブランディングの第2弾を開催いたします。

～顧客の視点から発想し、共感・信頼の価値！～お客様ブランド
振興センター401A会議室
福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センタービル４F

24 火 18：30～21：00 FAST10月例会

松永　幸子 氏 福岡県よろず支援拠点　サブコーディネーター　福友支部

☎092-622-0011福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15 中小企業振興センター11F
～事業承継の歴史と同友会との出会い～

かすや支部
10月例会火 18：30～21：0017

あきらめない精神が会社の未来を創造する

中原　均 氏 有限会社フィンテック　代表取締役　東支部
事業承継の際の大きな困難を目の前にした時に、どのように考え、立ち向か
い、乗り越えるのか。立ち上がる力と諦めない力の元となる経営に対する考
え方を学びます。

福岡同友会会議室 福岡市博多区吉塚本町9-15 中小企業振興センター 11F

新会員フォローアップセミナー
10月26日（木） 18：30～21：00

古川　隆 氏 株式会社福一不動産　代表取締役

～ランチェスター戦略を学ぶ～

19 木 18：30～21：00 りょうちく支部10月例会
（日田支部との合同例会）

NO.１をつくるための戦略思想
☎0943-77-3131

今回は、『ランチェスター：弱者の戦略』を実践されている福一不動産の古川
社長に報告いただきます。古川氏が具体的にこの理論を体系化され、実践さ
れているかを学ぶ貴重な機会です。弱者が強者に勝つための考え方を一緒に
学びましょう。

筑後川温泉ふくせんか うきは市浮羽町古川1099-8
同友会に入会して成長したこと

萃香園ホテル 久留米市櫛原町87 ☎0942-35-5351

県南地区同友会を知る会

「お掃除を通して、子育て中のお母さんたちが働きやすい環境、世代を
超えて子どもたちに愛される街をつくりたい」同友会に入会して学び、こ
の理念ができていった過程についてお話しいただきます。

10月13日（金） 19：00～22：00

前田　雅史 氏　株式会社お掃除でつくるやさしい未来　代表取締役　中央支部

就業規則の作成

GGソーラービル 福岡市中央区天神3-4-9 ☎092-714-0451

（18:30～19：00委員会、19：00～20：30勉強会）

～顧客の視点から発想し、共感・信頼の価値！～お客様ブランド
エヌビーエス（株）会議室 福岡市博多区奈良屋町5-10

24 火 18：30～20：30
国際交流委員会

10月勉強会

☎092-263-8833

女性経営者同士、経営のこと、仕事のこと、家族のことなど、肩の力を抜いて
本音で語り合いましょう。

第2回！本音トーク！！
もつ鍋 やまだ家 福岡市中央区長浜1-2-5

27 金 18：00～21：00
女性部委員会
10月勉強会

人事・労務の基礎知識セミナー

10月24日（火） 18：30～21：00社員から経営者への道

電気ビル共創館３Ｆ 福岡市中央区渡辺通2-1-82電気ビル本店隣 ☎092-714-5743

事業承継塾第３講

昨今中小企業において、「事業承継」は大きな課題として取り上げられ
ています。社長の「心意気」を伝え、企業の存在意義を受け継ぐことがで
きるか。今後中小企業が生き残るために、事業承継を学ぶことは大きな
意義があります。（受講料：2,000円）

10月14日（土） 14：00～17：00

庄野　道彦 氏　株式会社ゼコー　代表取締役　福友支部

☎092-433-3941

本例会では、社員と信頼関係を築き、職務職責に応じた仕事のやり方を明確
にした上で、その環境の中で社員が自主性を発揮できる組織作りについて学
びます。

前田　努 氏 ベルテクネ株式会社　取締役本部長　福友支部
WITH THE STYLE 福岡市博多区博多駅南1-9-18

19 木 18：30～21：00
福友支部
10月例会

Think&Try ～社員の自主性が会社の未来を築く！～

第141回

第25期役員研修大学 第３講の案内
2017年度は全6講座として、第25期役員研修大学を開講しました。役
員研修大学は、会社を維持し発展させるために、自らの資質を高め、どう
経営環境を変えていくのか、そのために同友会の歴史及び理念と実践を
学ぶ場です。

社員の能力が発揮され、企業経営に生かされる企業づくりをめざしてき
た樋口社長です。社員とともに学び合い研究していく中で、新商品づくり
にも結びつき、製品化して事業展開に至っています。ここまでに至った血
と汗と涙の体験と今後めざす方向をについて報告します。

第３講義 社員を生かし、生かされる企業
人を生かす経営の実践

樋口　康治 氏
（株）アイル  代表取締役

福岡同友会 代表理事

日時：10月31日（火） 
　　　18：00～21：00
会場：福岡同友会会議室

報告者
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支部頑張ってます！！りょうちく
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内
ダ
ム
の

横
を
通
過
）
で
流
木
の
山
に
遭
遇
し

ま
し
た
。

　

よ
く
「
人
間
は
大
自
然
の
荒
々
し
さ

を
前
に
す
る
と
無
言
に
な
る
」
と
言
い

ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
参
加

し
た
5
名
の
会
員
さ
ん
か
ら
は
、
驚
き

と
た
め
息
し
か
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

山
奥
の
川
沿
い
の
路
も
全
て
護
岸

の
土
砂
が
流
さ
れ
、
荒
々
し
い
岩
が

岩
面
を
大
き
く
露
出
し
、
橋
は
流
さ

れ
、
家
も
倒
壊
し
た
風
景
と
被
害
か

ら
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
な
い
山
間
部

の
状
況
を
、
被
災
地
を
初
め
て
訪
れ

た
会
員
さ
ん
は
初
め
て
目
の
当
た
り

に
し
た
の
で
し
た
。

人
の
手
で
コ
ツ
コ
ツ
と
　
　
　

土
砂
除
去
に
悪
戦
苦
闘
！

　

小
石
原
に
入
り
、
開
催
地
の
圃
場

に
着
く
と
、
ハ
ウ
ス
丈
の
半
分
の
高

さ
ま
で
泥
水
の
痕
が
残
り
、
土
砂
で

埋
め
尽
く
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
が
続
き
ま

す
。
先
に
掻
き
出
し
作
業
に
従
事
し

て
い
た
大
坪
物
産
の
現
地
ス
タ
ッ
フ

に
習
い
、
我
々
も
重
機
が
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
ハ
ウ
ス
間
の
土
砂
の
掻

き
出
し
を
手
伝
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
真
砂
土
に
山
か
ら
流
れ

て
き
た
と
思
わ
れ
る
小
枝
が
た
く
さ

ん
混
じ
っ
て
お
り
、
こ
の
小
枝
の
除

去
が
結
構
大
変
で
す
。
人
手
で
一
つ

ひ
と
つ
除
去
し
て
い
き
ま
す
。

　

り
ょ
う
ち
く
支
部
創
設
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
、
鐘
江
さ
ん
、
林
さ
ん
の
両

県
南
地
区
幹
事
は
、
若
手
に
負
け
な

い
活
躍
ぶ
り
で
、
労
力
も
い
と
わ
ず
、

ス
コ
ッ
プ
で
一
生
懸
命
土
砂
を
掻
か

れ
て
い
ま
し
た
。

　

熱
中
症
を
注
意
し
て
休
憩
も
そ
れ

な
り
に
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
若
手

会
員
さ
ん
は
や
は
り
日
頃
か
ら
こ
う

い
っ
た
土
作
業
に
慣
れ
て
い
な
い
か

ら
で
し
ょ
う
、
だ
ん
だ
ん
と
ス
タ
ミ

ナ
が
消
耗
し
、
休
憩
が
増
え
る
始

末
・
・
・（
苦
笑
）

　

と
は
言
え
、
作
業
達
成
が
目
に
見

え
る
形
で
現
れ
て
く
る
と
充
実
感
は

増
し
て
き
ま
す
。
午
前
中
み
ん
な
で

一
生
懸
命
掻
き
出
し
作
業
を
行
っ
た

結
果
、
多
少
は
（
全
て
は
無
理
で
し

た
）
土
砂
を
搬
出
し
、
お
役
に
立
て

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
互
い
さ
ま
の
精
神
で
　
　
　

り
ょ
う
ち
く
支
部
ら
し
さ
を
確
信

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
な

う
ブ
ロ
ッ
ク
会
や
支
部
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
様
な

お
互
い
さ
ま
的
（
地
方
で
の
災
害
支

援
は
お
互
い
さ
ま
で
す
の
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
と
呼
び
た
く
あ
り
ま
せ

ん
）
な
人
力
支
援
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
も

ア
リ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

高
齢
化
し
た
地
方
に
お
け
る
災
害

は
少
な
い
人
的
資
源
の
確
保
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
災
害
に
遭
わ
れ
た

会
員
さ
ん
と
幸
運
に
も
無
事
な
会

員
さ
ん
が
手
と
手
を
と
り
あ
い
、
お

互
い
さ
ま
の
精
神
で
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
次
に
災
害
が
起
き
た
時
に

も
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
き
っ
と
活
か
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
近

く
に
居
る
の
だ
か
ら
実
際
に
顔
を
合

わ
せ
て
手
を
動
か
し
、
汗
を
一
緒
に

流
し
て
助
け
合
う
活
動
も
り
ょ
う
ち

く
支
部
ら
し
さ
の
一
つ
だ
と
確
信
し

ま
し
た
。

　

同
じ
地
域
で
営
む
中
小
企
業
家
の

立
場
と
し
て
、
災
害
の
と
き
に
何
が

重
要
か
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
し
た
。

青が浸水ライン、紫が土砂で埋まったライン 上・下／手と手を取り合い、作業が進みます

左から大坪政樹さん、柿元、鐘江守さん、
林忠範さん、生野英治さん

被害の大きさを感じる流木の山手作業で掻き出しますたくさんの小枝が混じっていますこんなに多くの土砂が搬出されました

15 14



一般社団法人  福岡県中小企業家同友会  
「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11階
ＴＥＬ：092-686-1234　ＦＡＸ：092-686-1230

北九州地区センター
〒802-0001　北九州市小倉北区浅野1-2-39
クルーズ浅野ビル 808号
TEL：093-551-3111　FAX：093-551-3344

県南地区センター
〒830-0038　久留米市西町1367-1
祥栄ビル2階
TEL：0942-33-3355　FAX：0942-33-3366

http://www.fukuoka.doyu.jp/

環境を守るため再生紙を使用しています。

月
刊

第
六
一
五
号

二
〇
一
七
年
十
月
一
日

　（毎
月
一
回
・
一
日
発
行
）

福岡同友会

協議・審議事項 報告・要請事項
1.　　 2017年度の運動進捗状況と課題と取り組みの確認

2.　　 九州北部豪雨被害の対応について

3.　　 県総会の開催について

〇地域づくりの活動
福岡県への政策要望提言について
福岡県への政策要望提言が提案された。提出の時期を変
更し、当初予定の9月から11月となった。また、10月には提
出に先駆けて商工部の部長・次長および担当部長との意
見交換を行うことが確認された。修正があれば事務局まで
連絡し、次回理事会で審議することとした。

義援金の使途について
集まった九州北部豪雨の義援金の額が報告された。また、
その使途について提案があり、承認された。

第56回定期総会（2018年5月）開催について
開催日および会場が下記の通り承認された。
開催日／ 2018年5月16日（水）　　会場／ホテル日航福岡
第57回定期総会（2019年5月）以降の開催地について
次回以降検討することとした。

２０１7年度 第４回理事会議事録
49名（出席率76.6％）
納富輝子（副代表理事）

出席
議長

２０１7年８月３０日（水）14時30分～17時30分
福岡県中小企業振興センター２０２会議室

日時
会場

（一部抜粋）

e.doyuの文書管理（理事会報告-2017年度）に
アップしています。会員の方は全て閲覧できます。

1.　　会員企業の動きなど

経営革新計画承認企業　2017年7月　
（県37件／うち同友会会員・企業4件）
（株）NPC　中原 一彦 氏 （福友支部）
〈テーマ〉楽しく続けられる夢達成応援カレンダーの
　　　 商品化・販売

（株）ハコブネ　森　淳 氏 （東支部）
〈テーマ〉AI活用による成果報酬型
　　　 IT人材マッチングビジネス事業展開

建築デザインOFFICE本田敦子　本田 敦子 氏 
                                                     （筑紫支部）

〈テーマ〉建築関連企業や理美容・スイーツショップ等向け
         ビジネス色彩コーディネート・セミナー事業の展開

（有）西田モータース　西田　茂 氏 （飯塚支部）
〈テーマ〉大手保険会社とのパートナー関係構築及び、
         マスコットキャラクターでブランド化
※累計で福岡県全体では5,408件、会員企業は延べ414件

理事会報告全文

この度、先日配布致しました月刊同友9月号に誤りがございました
こと心よりお詫び申し上げます。誤りの箇所につきましては、
下記の通り訂正させていただきます。

経営革新計画承認企業　2017年6月
誤　●経営者の学校一般社団法人　山内　修 氏　（東支部）
正　●経営者の学校一般社団法人　山内　修 氏　（福博支部）

原田　浩平
こうへいはらだ

取締役
インテリアディレクター

（福友支部）

株式会社コーリン

　当社は、今年で創業37年を迎える保険代理店であります。生
損保のいずれも取扱っていますが、とりわけ損保分野での営業
活動に重点を置いており、中でも学生総合保険に特化した営業
活動を展開しております。同友会で多くの事を学び、地域社会
の発展へ貢献する企業を目指します。

福岡市中央区天神1-13-2　興銀ビル9階
TEL：092-761-1787

吉永　光廣
みつひろよしなが

院長

（福友支部）

よしなが歯科医院

　4月に福友支部へ入会させていただきましたよしなが歯科医院
です。当院は春日市で開業して、今年で40年を迎えます。モットー
は「家族に受けさせたい治療」です。加えて、お口の健康を通し
て患者さんの人生を豊かにする。という理念で歯科医業に取り
組んでいます。同友会での学びを診療に生かしていければ、と
考えています。

春日市須玖南5-22 TEL：092-572-8906

歯科医業保険代理店

新会員紹介


